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Uber die Wechselbeziehung zwischen der Schilddruse und der Milz.

(5 Abschnitt.)

Histologische Untersnchung.

Von

Dozent Dr. Takeo Fujikawa.

E

ingegangen am 16. November 1935.

Von einem Kaninchen als Versuchs

tier exstirpierte ich die Milz.

Als ich danach bei ihm die histologi

schen Befunde der Schilddruse betrach

tete, bemerkte ich dass die Funktion der 

Schilddruse sich eine Zeit lang nach der 

Exstirpation steigerte und nachher all

mahlich abfiel.
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Als ich dem Tier, welchem die Milz 

exstirpiert war, einmal uber das andere 

Mal den Extrakt der Hundemilz injizierte, 

da zeigte die Schilddruse das Bild der 

abgefallenen Funktion.

Die Milz wirkt also gegen die Schild

druse hemmend.

Als ich einem Tiere die Schilddruse 

exstirpierte, oder einmal uber das andere 

Mal dem Tier, welchem die Schilddruse 

exstirpiert war, den Schilddrusenextrakt 

injizierte, da zeigte die Milz in histologi

scher Hinsicht das Bild der gesteigerten 

Fuuktion.

Ich stellte nun zusammenfassend 

histologische Untersuchungen uber die 

Wechselbeziehung zwischen der Milz und 

der Schilddruse an und, wie in den voran

gegangenen Abschuitten berichtet, auch 
Beobachtungen uber die Senkungsgesch

windigkeit der Erythrozyten, jugendlich 

Erythrozyten, die Erholung von der Ana

mie, das Schicksal fremder Erythrozyten 

und uber die jenigen Wechselbeziehungen 

zwischen der Milz und der Schilddruse, 

die gegenuber der Giftigkeit einiger 

Narkotica bestehen.

(Autorcfcrat)
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第1章　 緒 論

近時内分泌學的研究 ノ進歩著 シク各方面ニ

亙 リテ,其 ノ研究業績發表 セラレ新知見開拓

セラ レタリ.而 シテ各種 内分泌腺機能 ノ相互

關係ハ甚複雜 ニシテ互ニ抑制 シ又ハ促進 シテ

以 テ生活機轉 ヲ圓滑 ナラシム.

近 時Bernノ 生 活學者Ascher氏 ノ教室 ヨ

リ甲状腺 ト脾臟 ノ相互關係ニ就 キ研究發表 セ

ラ レシヨリ,共 ノ後多數學者 ニ依 リテ之等兩

内分泌腺 ノ相 互關係ニ就 キ研究行 ハ レタ リ.

 Ascher u. Dubois氏 ハ骨體 ノ血液再生機能

ニ關 シ,兩 内分泌腺 ハ互 ニ拮抗作用ア リテ,脾

ハ抑 制的 ニ,甲 状腺 ハ促進的 ニ作用ス ト言 フ.

血 液諸性 状ニ關 スル甲状腺竝ニ脾 ノ相互關係

ニ就 テハ我國ニテハ辻内科教室 ノ諸氏ニ依ル

詳細ナル研究發表 アリ.即 チ祝氏ハ血小板及

ビ赤血球滲透抵 抗ニ關 シ,上 野氏 ハ赤血球,

白血球,血 色素,血 液粘稠度,血 清蛋白質,

赤 血球沈降速度等 ニ關 シ詳細ナル研 究ヲ試 ミ

テ,甲 状腺 ト脾 トノ相互關係 ヲ研究セ リ.
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更 ニ新 陳 代 謝 方 面 ニ關 シテ ハDanoff氏 ハ

呼 吸 代 謝 ニ關 シ,劉,中 澤,中 尾 氏 等 ハ 血 中

ノ殘 餘 窒 素 竝 ニ 尿 中 ニ於 ケ ル 窒 素 排 泄 ヲ測 定

シ,田 中 氏 ハ含 水 炭 素 中間 代 謝 物 質 タ ル血 液

乳 酸 量 ヲ測 定 シ,西 村 氏 ハ 血 液 内 「カ ル シ ウ

ム」 ヲ測 定 シ,諸 種 新 陳 代 謝 ニ關 シ甲 状 腺 ト

脾 トハ互 ニ拮 抗 的 關 係 ニ ア ル ヲ主 張 セ リ.

其 ノ他 網 島 氏 ハ赤 血 球 諸 性 状 ニ 關 ス ル 甲 状

腺 竝 ニ脾 臟 ノ交 互 關 係 ニ關 ス ル詳 細 ナ ル研 究

ヲ發 表 セ リ.

余 モ亦 數 編 ニ亙 リテ 赤 血 球,幼 若 赤 血 球,

殊 ニ網 状 赤 血 球,赤 血球 沈 降 速 度 及 ビ不 明 層

ニ關 シ,兩 者 ノ相 互 關 係 ヲ檢 索 シ,尚 ホ貧 血

恢 復 ニ關 シ,異 種 赤 血 球 ノ運 命 ニ 關 シ,又

「モ ル フ イ ン」,「 ブ ロ タ チ ン」及 ビ 「エ ヴ イ バ

ン ナ ト リ ウ ム」 ナ ル3種 ノ麻 醉 劑 ノ毒 性 ニ關

ス ル 兩 内 分 泌 腺 ノ相 互 關 係 ニ就 キ 實 驗 ヲ試 ミ

既 ニ 發 表 シタ ル ガ 如 シ.余 ハ 更 ニ之 等 兩 臟 器

ノ組 織 學 的 檢 索 ヲ試 ミ兩 者 ノ相 互 關 係 ニ就 キ

聊 カ述 ベ ン トス.

第2章　 甲状 腺 ニ 關 ス ル 組 織 學 的 研 究

第1節　 緒 言 竝 ニ文 獻

甲状腺 ヲ剔 出 セ ル動物,又 ハ 之 ニ甲状 腺 劑 ヲ投

與 セ ルモ ノ,甲 状 腺 ノ機 能亢 進 症,又 ハ缺 落症 ノ如

キ モ ノノ脾 臟 ヲ組 織學 的 ニ研 究 セ ル モ ノハ 古來 可

成 リ多 ク, Zesas, Hofmeister, Hersley, Quervain,

 Eiselsberg, Bensen, Negelin, Chrustalew, Matti,

 Askanazy, Hirsehlafl; Simonds, Pettavel, Rau

tmann, Iscovesco, Hoskins, Herring, Hewitt,

 (iameron, Garmichael, Tiezeノ 諸 氏 ノ研 究 業績

ア リ.

甲 状 腺 ヲ剔 出 セ バ 一 般 ニ脾 ハ 肥 大 シ強 キ 充

血 ト色素沈着 ヲ見,臚 胞 ノ肥 大等 ヲ見 ル ト云

フ.

然 レドモ脾剔出又ハ之 ニ脾「エキス」注射ニ

ヨル甲状腺 ノ組織學的檢索 ハ甚 僅少ニ シテ,

僅 ニ數 人ノ發表 ヲ見 ルニ過 ギズ.即 チ上野,

西 村,井 上,陶 守氏等 ハ脾 剔出動物 ノ甲状腺

ハ一般ニ機能低下 ノ組織學的所 見ヲ示 ス ト謂

フ.之 ハ脾剔出 ニ依 リテ,其 ノ拮抗的位置ニ

有 ル甲状腺 ハ一時的 ニ機能亢進 ヲ來セ ドモ暫

クシテ共 ノ機能 ハ低下 シテ,平 常 ノ状態ニ恢

復 ミ以 テ身體 ノ平衡 アル生活ヲ保 ツニ至 ル.

換 言 ス レバ一時的機能亢進 ハ其 ノ拮抗的位置

ニアルヲ證 スルモノニシテ,機 能低下 ハ代償

的意義 ヲ有 スルモ ノナ リ.

余 モ亦既 ニ發表セル甲状腺 ト脾 ノ相互關係

ヲ組織學的 ニ檢索 セン トテ,次 ノ實驗 ヲ行 ヒ

タ リ.

第2節　 研 究 方 法

動 物 ハ2kg前 後 ノ雄 性家 兎 ヲ使 用 シ,購 入後1

週 間以 上一 定 條件 ノ下 ニ飼 養 シ,之 ヲ無 菌的 ニ甲

状腺 又ハ脾 臟 ヲ剔出 シテ,術 後 一定 ノ間 隔 ヲ置 キ

テ順 次 之 ヲ撲 殺 シ,組 織 標 本 ヲ作成 セ リ.固 定 ハ

「フオ ルマ リン」ヲ用 ヒ,「チ エ ロイ ヂ ン」ニ包 埋 シ,

「エ オ ジ ンヘマ トキ シ リン」重 複 染色 ヲ行 ヘ リ.

對 照 動物 トシテハ 同樣 單開 腹 術 ヲ行 ヒ之 ヲ 一定

日後 ニ撲 殺 シテ組 織 標本 ヲ製作 セ リ.

甲 状腺 「エ キ ス」ノ製 法

材 料ハ牛 ノ甲状 腺 ヲ用 ヒ,之 ヲ無 菌 的 ニ 金剛砂

ヲ以 テ細 挫 シ, 12時 間 電 氣振 盪 器 ニ テ振盪 シ, 12

時間 水室 ニ靜置 シ,更 ニ之 ヲ取 出 シテ酸 化 鐵,「 カ

オ リ ン」ヲ用 ヒ蛋 白 ヲ除 去 シ,蒸 餾水 ニテ10倍 ニ

稀釋 シ之 ヲ使用 セ.甲 状腺 ヲ剔 出 セ ル家兎 ニ體

重 毎kg 1.5cc連 續 注射 ヲ行 ヒ タ リ.
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1534 藤 河 武 雄

脾 「エキ ス」ノ製 法

材 料 ハ犬 ノ脾 ヲ使用 シ,上 述 ノ如 ク水 浸 「エキ
セ

ス」ヲ製 作 シ, 10倍 稀釋液 トシ、 脾 剔出 家 兎 ニ體

重 毎kg 1.5cc連 續 注射 セ リ.

第3節　 實 驗 成 績

第1項　 脾 剔 出 家 兎 ニ於 ケル 甲 状 腺

ノ組 織 學 的 所 見

對 照.臚 胞 ハ 一般 ニ小 ナル モ ノ多 ク特 ニ大 ナル

モ ノ少 シ.一 般 ニ臚 胞 ノ大 サ 一定 セ リ.上 皮 細胞

ハ強 ク壓 平 セ ラル ルモ ノ多 キ モ,少 數 ナ レ ドモ短

圓 柱状 ヲ呈 スル モ ノア リ.臚 胞 中 ニハ 全 ク内腔 ヲ

缺 キ單 ナ ル上 皮細 胞 ノ集 團 ヲナ スモ ハア リ.

膠 質 ハ臚 胞 内 ニ平 等 ニ充滿 シテ 一般 ニ 稀薄 ナ ル

モ ノ多 ク濃厚 ナ ル モ ノ少 シ.臚 胞縮 小 シテ,膠 質

ノ全 ク消失 セル モ ノア リ.結 締 織 ハ特 ニ増 殖 セ ズ.

上 述 ノ所 見 ヨ リシテ輕 度 ノ機 能亢 進 ヲ見 ル.コ

ノ他數 例 ノ對 照 例 ヲ見 タル ニ大 體同 上 ノ所 見 ヲ示

ス.

脾 剔 出後5日 ノ甲 状腺 組 織學 的所 見(56號)

臚 胞 ハ一 般 ニ小 サ クシテ,増 生著 シ ク,其 ノ大

サ 略 ボ一定 セ リ.形 ハ略 ボ圓形 ヲ呈 シ,時 トシテ

2箇 以 上 ノ臚胞 癒 合 シテ 大 ナ ル不 整形 ヲナ スモ ノ

ア リ.

上 皮 細胞 ハ稍 扁 平 トナ リ膠 質 ハ 一般 ニ濃厚 ニ シ

テ中 ニ ハ甚稀 薄 ナ ルモ ノア リ.膠 質 ハ 臚胞 内 ニ平

等 ニ充滿 シ時 トシテ小 ナ ル數箇 ノ空 胞 ヲ形 成 スル

モ ノア リ,

對 照 ニ比 シテ輕 度 ノ機 能 亢進像 ヲ示 ス.

脾臟 剔 出後10日 家 兎甲 状 腺 ノ組織 學 的所 見

(1號)

臚胞 ハ 一般 ニ増生 著 シ ク,其 ノ大サ 小 ニ シテ一

定 シ,即 チ其 ノ組 織 ハ 實質 性 ノ所 見 ヲ示 ス.臚 胞

上皮 ハ 一般 ニ強 ク發 育 シ,其 ノ形 ハ格 子状 又ハ圓

柱状 ニ シテ,甚 シク扁平 トナ リ タルモ ノナ シ.

膠 質 ハ少 數 ナガ ラ可成 リ濃厚 ナル モ ノ存 ス レ ド

モ,一 般 ニ甚 稀 薄 ニ シテ,之 等稀 簿 ナ ル膠質 ヲ充

満 スル小 サ キ臚胞 ガ平 等 ニ分 布 セ リ.膠 質 ハ空胞

ヲ形 成 スル モ ノ著 シ ク吸收 現 象 ノ旺盛 ナル像 ヲ示

ス.間 質 ハ減少 セ リ.

上 述 ノ所 見 ヨ リ見 ルニ對照 ニ比 シテ,甚 シキ機

能亢 進 像 ヲ示 ス.

脾 臟 剔 出後18日 家兎 甲状 腺 ノ組 織 學的 所 見

(9號)

臚 胞 ハ稍 大 ニ シテ其 ノ形 ハ略 ボ圓 形 ヲ呈 ス.前

者 ヨ リモ 一般 ニ大 ナ リ. 2箇 以 上 ノ臚胞 ガ互 ニ癒

合 シテ不整 形 ノ大 ナ ル臚胞 ヲ形成 スル モ ノア リ.

上皮 細 胞 ハ強 ク扁 平化 ス.

膠 質 ハ濃 厚 ニ シテ臚 胞 中 ニ充滿 シ,空 胞 ヲ形 成

セル モ ノ無 ク平 等 ニ充 滿 ス.

即 チ機能 低下 ノ像 ヲ呈 ス.

他 ノ1例 モ同 樣輕 度 ノ機能 低下 ノ像 ヲ呈 ス.前

者 ヨ リ低 下 ノ度 著 シキ所見 ヲ示 ス.

脾 剔 出後1箇 月 家 兎甲 状腺 ノ組織 學的 所見

臚 胞 ハ小 ナ ル モ ノア リ,大 ナ ル モ ノア リ,其 ノ

形 不正 形 ニ シテ 一定 セ ズ.或 ハ縮 小 シテ殆 ド其 ノ

原形 ヲ止 メザ ル モ ノア リ.臚 胞 大 ナル モ ノニ ア リ

テ ハ,膠 質 濃厚 ニテ充 滿 スルモ縮 小 セ ル モ ノニ ア

リテハ 膠質 ハ 稀薄 ナ ル カ或 ハ全 ク消失 セ リ.

上 皮 細胞 ハ一 般 ニ單層 ニ シ テ 著 シ ク 扁 平 トナ

リ.上 皮細 胞 ノ内腔 ニ 落脱 セ ルモ ノア リ.

間 質 ハ著 シ ク増 加 シ血 管少 シ.著 シキ機能 低下

ノ像 ヲ示 ス.

第2項　 脾 剔 出 家 兎 ニ脾 「エ キ ス」注

射 セ ル モ ノ ノ 甲 状 腺 ノ組 織

學 的 所 見

脾 剔 出後 脾「エ キス」注射5日 後 ニ於 ケル甲状 腺

ノ組 織 學的 所見(51號)

腺臚 胞 ハ大 小 不同 ニ シテ,可 成 大 ナ ル モ ノモ存
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ス.形 ハ 略 ボ圓形 ナ リ.

上 皮 細胞 ハ一 層 ニ シテ著 シク扁 平 トナ リ,臚 胞

中 ニ膠 質 ヲ充滿 ス.膠 質 ハ一般 ニ稀 薄 ナ レ ドモ時

トシテ甚 シク濃厚 ナ ルモ ノア リ.一 般 ニ平等 ニ充

滿 ス レ ドモ稀 ニ大 ナ ル空 胞 ヲ形 成 スル モ ノア リ.

中等 度 ノ機 能 低 下 ノ像 ヲ示 ス.

他 ノ1例 モ同 所見 ナ リ.

脾 剔出 後 脾 「エ キ ス」注射10日 後 ニ於 ケル甲 状

腺 ノ組織 學 的所 見(5號)

臚 胞癒 合 シテ不規 則ナ ル形 状 ヲナ スモ ノ僅 少 ナ

レ ドモ存 ス.

上 皮細胞 ハ 一般 ニ格 子状 ノモ ノ多 ク乃至 ハ 扁平

ナ ルモ ノ存 ス.膠 質 ハ稀薄 ニ シテ充 滿 ノ程度 輕 度

ナ リ.膠 質 ハ 一般 ニ平 等 ニ充 滿 シテ空胞 竝 ニ顆粒

ヲ形成 スル モ ノナ シ.

輕 度 ノ機 能 亢 進 ノ像 ヲ呈 ス.

6號 家兎

臚 胞 ハ 前者 ヨ リ甚 大 ニ シテ,平 等 ニ存 在 シ上皮

細 胞 ハ著 シ ク扁 平 トナル.膠 質 ハ 一般 ニ 稀薄 ニシ

テ 平等 ニ臚 胞 内 ニ存 在 ス.稀 ニ ハ甚 濃厚 ナ ル膠 質

ヲ充滿 セル臚胞 存 在 ス空胞 形成 スル モ ノナ シ.

上 述 ノ所 見 ヨ リ輕度 ノ機能 低下 ノ像 ヲ呈 ス.

脾 剔 出後 脾 「エキ ス」注射18日 後 ノ甲 状腺 ノ組

織學 的所 見

臚 胞 ハ稀 ニ小 ナ ル モ ノモ存 スレ ドモ 一般 ニ大 ナ

ル モ ノ多 ク,形 ハ圓 形 ナ リ.上 皮 細胞 ハ 一層 ニシ

テ 著 シク扁 平 トナ リ,臚 胞 中 ニハ濃 厚 ナ ル膠質 ヲ

充 滿 セ リ.

コ ノ他 ノ1例 モ同 樣機 能 低下 ノ所 見 ヲ示 ス.

脾 剔 出後 脾 「エ キ ス」注 射30日 後 ニ於 ケル甲 状

腺 ノ組 織 學 的所 見(26號)

臚 胞 ハ著 シ ク肥 大 擴張 シ,多 クハ 圓形 ヲ呈 ス レ

ドモ,不 整形 ノモ ノモ存 ス.上 皮細 胞 ハ著 シ ク扁

平 トナ リ,其 ノ内腔 ニハ 濃厚 ナル膠 質 ヲ充 滿 ス.

内腔 中 ニ空胞 ヲ形 成 セ ルモ ノア リ.又 膠 質 中 ニ ハ

微細ナル顆粒状ヲ呈スルモノアリ.

上述ノ所見ヨリシテ著シキ機能低下ノ像 ヲ呈ス.

コ ノ他ノ1例 ニ於テモ同樣ノ所見ヲ呈シタリ.

第4節　 考 按

脾 ヲ剔出 セル動 物 ヲ術後順次之 ヲ撲 殺 シテ

甲状腺 ノ組織學的檢索 ヲ行 ヒタルニ,上 述 ノ

如 ク甲状腺 ハ漸次機能亢進 ノ所 見ヲ示 シ,脾

剔出後第10日 ノモノ最 モ著 シキ機能亢進 ノ

像 ヲ呈 シタ リ.之 ヨリ日ヲ經 ルニ從 ヒテ漸次

甲状腺機能 ハ低下 シテ1箇 月後ニテハ却 ツテ

對照例 ニ比 シテ機能低下ノ像 ヲ見タ リ.

之 ハ上野氏 ノ言ヘル如 ク,拮 抗的立場 ニア

ル脾 ヲ剔出セバ共ノ抑 制作用除去セ ラルルタ

メニ甲状腺ハ一時的ニ機能亢進 ノ像 ヲ呈ス レ

ドモ,ヤ ガテ甲状腺ハ機能低下 シテ整然 タル

平衡状態 ヲ保 タン トスルハ生活體 ノ自然 ノ靈

妙 ナルカナ リ.即 チ甲状腺 ノ機能低下 ハ脾剔

出ニヨル代償的意義 ヲ有 スルモノナ リ.更 ニ

之等 ノ關係 ヲ確證 スルタ メニ脾 剔出家 兎ニ脾

「エキス」ノ注射試驗 ヲ試 ミタ リ.

上 述 ノ如 ク脾剔出動物 ニ於 テハ甲状腺 ハ一

時的 ニ機能亢進ス可 キニ脾「エ キス」ノ注射 ニ

依 リ脾「ホルモ ン」ノ補充行ハ レタルタ メニ前

實驗 ノ如 ク著 シキ機能亢進ヲ示サズ極 ク輕度

ノ亢進ナ リ.脾 「エキス」注射 ニヨリテ甲状腺

機能 ニ對 シ抑 制的ニ作用 セシモ ノナルベシ.

更 ニ脾「エキス」ノ注射 ヲ連續 シタルニ漸次

甲状腺機能ハ低 下 シテ, 30日 後 ニハ脾臟 剔出

家 兎ノ甲状腺 ヨリモ遙ニ著 シキ機能低下 ノ所

見 ヲ示 セ リ.之 ハ甲状腺 ニ對 シ拮抗的立場 ニ

アル脾「エキス」ノ抑制作用ニ依 ルモノニ非 ズ

ヤ ト思考 セラル.
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第3章　 脾 臟 ニ 關 ス ル 組 織 學 的 研 究

第1節　 緒 言 竝 ニ 文 獻

古 來 甲 状 腺 剔 出 動 物 ニ 於 ケ ル 脾 臟,又 ハ 甲

状 腺 劑 ヲ投 與 セ ル動 物 ノ脾 臟 又 ハ バ セ ドウ氏

病 ノ如 キ機 能 亢 進 症 等 ニ 於 ケ ル脾 臟 ノ組 織 學

的 所 見 ヲ檢 査 セ ル研 究 業績 ハ 多 數 存 ス.

Zesas氏 及 ビEiselsberg氏 ハ甲状 腺 ヲ剔出 シ タ

ル ニ脾 ハ肥 大 ス ト謂 ヒ,之 ニ反 シテHofmeister,

 Bogglo, Hammett氏 等 ニ依 レバ縮 小 ス ト云 フ.

更 ニ又Drobnick, Askanazy氏 等 ハ其 ノ中間 説 ヲ

ト リテ何 等影 響 ナ シ ト云 フ.

Kishi氏 ハKachexia thyreopropria des Mens

chenニ テ ハ脾 ニ鬱 血 ト肥 大 ヲ見,又 他 ノ例 ニ於 テ

ハ 却 ツテ脾 ノ萎 縮 ヲ見 タ リ ト言 フ.尚 ホ組 織 學的

ニハ脾 髓 ニ於 ケルHamatinノ 沈着 ヲ見 タ リ ト言

フ. Hofmeister, Bensen, Ott u. Scott. Hewitt,

 Carmichael, Sedzick, Romis氏 等 ハ種 々 ナル甲

状腺 劑 ヲ投 與 シテ,脾 ノ組 織學 的所 見 ヲ見 タル ニ

重 量 ノ増加,脾 ノ肥 大,充 血,色 素 ノ沈着 等 ヲ見

タ リ ト言 フ.

我 國 ニ テハ藤 井 氏 ノ詳 細 ナ ル研 究 ア リ.氏 ニ依

レバ脾 ノ組 織學 的 變 化 ハ其 ノ投與 ス ル甲状 腺劑 ノ

量 ニ關係 ス ト言 フ.

即 チ少 量 ナ ル時 ハ臚胞 形成 旺盛 トナ リ,肥 大 増

殖 シ,中 等量 ナ ル時 ハ網 状織 細胞 ハ肥 大 増殖 シ,

之 ニ依 リテ臚胞 ハ壓迫 セ ラル.大 量 ヲ用 ヒル 時ハ

臚胞 ノ周 圍 ハ壞 死 ニ陷 リ組織 球 増殖 シ,黄 褐色 々

素 ヲ含有 ス ルモ ノ多 ク遂 ニ退 行變 性 ニ陷 ル ニ至 ル

ト謂 フ.

バ セ ドウ氏病 ニ於 ケル脾 ノ組 織學 的變 化 ニ就 キ

Chrustalew氏 ハ脾 ノ増殖 ヲ認 メ, Matti, Askanazy

氏 ハ同 樣肥 大竝 ニ臚胞 ノ肥 大 増殖 ヲ見 タ リ ト言

フ. Simonds氏 ハ 死 ノ歸 轉 ヲ取 ル バ氏病 ノ脾 ハ主

トシテ心 臟 性鬱 血 ニ基因 スル腫脹 ナ リ ト言 フ.

Rantmann氏 ハ單ニ濃胞 ノ増殖 ノミナラズ,其

ノ數ヲ増加シ,胚 芽中樞ヲ呈セルコトヲ記載セリ.

以上述 ベタ ル如 ク甲状腺 ト脾 トハ互 ニ密接

ナル相互關係 アルガ故 ニ甲状腺 ヲ剔出 シ又ハ

甲状腺劑 ヲ投 與スルコ トニ依 リテ内分泌學的

平衡破 レ,從 ツテ脾 ニ或 ル程度 ノ變化 ノ起 リ

得 ルハ想像 ニ難 カラズ.而 シテ 家ニ依リテ

意 見ノ一致 ヲ見ザルハ,甲 状腺剔出後 ノ時期

的關係竝ニ甲状腺劑 ノ量的關係ニ大ニ左右 セ

ラルルハ勿論ナ リ.余 ハ之 ニ甲状腺 ヲ剔出 シ,

又 ハ甲状腺剔出動 物 ニ甲状腺劑 ラ補充 シテ,

種 々ナル日數 ノ後 ニ之 ヲ撲殺 シ,脾 ノ組織學

的研究 ヲ試 ミタリ.

第2節　 實驗成績

對照動物脾臟組織學的所見(4號)

脾膜及ビ脾材ハ概シテ正常ナリ.

臚胞ハ内外兩層ヨリナリ,兩 層ノ主成分ハ淋巴

球ニシテ胚芽中樞ノ境界ハ不明瞭ニシテ其ノ肥大

ヲ見ズ.脾 臚胞 ノ内眉ハ威熟セル淋巴球ニシテ周

圍ハ漸次稍大ニシテ幼若型ナル淋巴球二移行セ

リ.胚 芽中樞ノ淋巴球ニハ細胞收縮ヲ呈スルモノ

アリ.靜 脉竇ハ特ニ擴張セラレズ.脾 髓ハ擴張シ

テ黄褐色ヲ呈スル大小不同ノ色素顆粒アリ又ハ稍

大ナル塊ヲナスモノアリ.又 網状織細胞ニ攝取セ

ラルルモノアリ.又 ハ遊離シテ組織球 トナルモノ

アリ.コ ノ他3例 ノ對照例ヲ見ルニ大體上述 ノ例

ト大差ナシ.

第1項　 甲状腺剔出家兎ニ於 ケル脾

ノ組織學的所見

甲状腺剔出後10日 脾臟組織學的所見(2號)

脾膜及ビ脾材ハ正常ナリ.

脾臚胞ハ内外兩層ニ分レ胚芽中樞ノ肥大セルモ
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ノア リ又然 ラザ ル モ ノア リ.臚 胞 ノ周 圍 ニ ハ偽「エ

オ ジ ン」嗜 好 細胞 多 數存 在 ス.

靜 脉竇 ハ 多少 擴 張 セ ラ レテ コ コ ニモ偽 「エオ ジ

ン」嗜 好細胞 存 在 シ之 等 ノ細 胞 ハ 「ヘ モヂデ リン」

ヲ攝取 セ リ.コ ノ他脾 髓 中 ニハ 色素 ヲ攝 取 セル網

状 織細 胞存 ス ル ヲ見 ル.又 之等 ノ細胞 ハ 突起 ヲ失

ヒテ遊 離 セ ル モ ノア リ.

上 述 ノ所 見 ヨ リ鐵 新陳 代謝 ノ著 シク亢 進 セ ル ヲ

思 ハ シメ組 織 學 的 ニ輕度 ノ機能 亢 進像 ヲ呈 ス.

甲 状腺 剔 出後18日 脾 臟組 織 學 的所 見(7號)

脾 臚胞 ノ皮質 部 ハ 一般 ニ縮 小 シ内層 ハ擴 大 シ兩

層 ノ増界 ハ明瞭 ナル モ ノ多 ク,不 明 瞭 ナ ルモ ノモ

存 ス.胚 芽 中樞 ハ肥 大 シ爲 ニ中心 動脉 ハ 偏在 性 ト

ナ ル.

脾髓 ハ一般 ニ鬱 血強 ク,靜 脉 竇 ハ擴 大 シ、 内被

細 胞 ハ肥 大 シ,喰 細 胞現 象 ヲナ ス コ ト著 シ.靜 脉

竇 及 ビ脾髓 内ニ ハ多 數 ノ褐 色 々素顆 粒 沈着 スル ヲ

見 ル.又 網 状 織細 胞 ハ著 シ ク肥 大 シ褐 色 々素或 ハ

赤 血球,白 血球 ヲ貪喰 攝 取 シテ,著 シキ大 サ ニ達

スル モ ノア リ.之 等 ノ網 状織 細胞 ハ突起 ヲ失 ヒ,

靜脉 竇 内 ニ脱 落 シテ組 織球 トナ ル モ ノア リ.上 述

ノ如 キ所 見 ヨ リシテ著 シキ機能 亢 進 ノ像 ヲ示 ス.

他 ノ1例 モ同 樣 ノ所 見 ヲ示 ス.本 例 ハ前例 ノ如

ク著 シカ ラザ ル モ對 照 例 ニ比 シ著 シキ機能 亢 進 ノ

所 見 ヲ示 ス.

甲状 腺剔 出 後30日 脾 臟 組織 學 的所見(21號)

脾 臚胞 ハ著 シク發育 シ殊 ニ臚胞 ノ中心 ヨ リモ寧

ロ周 圍 ニ向 ヒテ肥 大シ,タ メニ中心動 脉 ハ偏 在 性

ナ リ.中 心動 脉 ノ周 圍 ニハ幼 若 ナル淋 巴 球多 ク存

在 ス.新 生 セ ラ レ タル臚 胞 ノ タメニ從 來 ノ臚胞 ハ

壓 排 セ ラル.臚 胞 中 ニ ハ細胞 體 ノ大 ナ ル網 状織 細

胞散 在 性 ニ存 シ.其 ノ周圍 ニハ核 ノ破壞 セ ラ レタ

ル細 胞存 ス.

脾髓 ハ平等 ニ高度 ノ充 血 ヲ示 シ,固 有 ノ脾 髓 ハ

粗 ニ シテ,靜 脉 竇 ハ擴 張 シ,其 ノ中 ニ赤 血球 ノ他

ニ貪 喰 細胞 存 ス.褐 色 々 ハ大 小 ノ顆 粒 トナ リテ

網 状 織細 胞 ニ攝取 セ ラル.從 ツテ 肥大 セル網 状 織

細 胞 ハ網 状 ニ結 合 シテ存 在 ス.

他 ノ1例 モ同 樣 ノ所 見 ヲ示 ス.

甲状 腺 剔出 後60日 ノ脾 組 織學 的 所見

脾 臚胞 ハ肥 大,増 殖 シ,胚 芽中 樞 モ亦肥 大 セ リ.

脾臟 ニテ ハ鬱血 ノ著 シキモ ノナ ク,「 ヘモ ヂ デ リ

ン」 色 素 ハ沈着 シテ 大 ナル顆 粒 ヲナ シ,又 網 状織

細 胞 ニ攝 取 セ ラル ル モ ノ少 ナ カ ラズ,又 臚 胞 中 ニ

モ色 素 ノ沈着 セ ル ヲ見 ル.臚 胞 内及 ビ脾 髓 中 ニ幼

若 ナ ル核 ヲ有 スル僞 「エ オ ジ ン」嗜 好細 胞 存 ス ル ア

リ.

第2項　 甲 状 腺 剔 出 家 兎 ニ 甲 状 腺

「エ キ ス」注 射 セ ル モ ノ ノ

脾 組織 學 的 所 見

甲状 腺 剔 出家 兎甲 状 腺 「エキ ス」注射 後12日 脾

ノ組織 學 的所 見(3號)

脾膜 脾 材ハ 正常.

臚 胞 ハ對 照 ト大 差 ナ ク甲状 腺 剔 出家 兎 ノ如 キ肥

大新 生 ヲ見 ズ.臚 胞 ノ周 圍 又 ハ脾髓 中 ニハ多 數 ノ

白血 球 ノ浸 入 セ ル ヲ見 ル.

殊 ニ幼 若型 ノモ ノ多 シ.脾 髓 ハ一般 ニ緻 密 ニ シ

テ靜 脉竇 ノ擴 張 セル ヲ見 ズ.少 數 ナ レ ドモ脾髓 靜

脉 竇 中 ニハ網 状 織細胞 ノ肥 大 セルモ ノア リ.

上例 ト同 樣 ナ ル條件 ノ4號 家 兎 ニテ モ 略 ボ同 樣

ノ所見 ニ シテ,本 例 ニ於 テハ前 者 ヨ リ色素 沈 着強

ク臚胞 ノ發 育著 シカ ラ ズ.鬱 血存 ス レ ドモ前者 ノ

如 ク白 血球 ノ出 現 著 シ カ ラズ.

甲状 腺 剔 出家 兎ニ甲 状腺 「エキ ス」注射 後18日

脾 ノ組 織 學的 所見

脾臚 胞 ハ著 シ ク肥 大 シ,中 心 動 脉 ハ偏 在 性 トナ

ル.

新 生 セ ラ レ タル 脾臚胞 ノタ メ從 來 ノ臚胞 ハ壓迫

セ ラル.脾 髓 ハ緻 密 ナ ル構 造 ヲナ シ輕 度 ノ鬱 血 ヲ

7
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見ル.處 々ニ褐色々素顆粒ヲ攝取セル網状織細胞

アリテ著シク肥大セルモノアリ.靜 脉竇ハ擴張セ

ズ.

甲状腺剔出家兎ニ甲状腺「エキス」注射30日 後

ノ脾組織學的所見

脾臚胞ハ中等度ノ肥大ヲ示シ中心部ニハ幼若ナ

ル淋巴球存ス.又 部位ニ依リテハ斯カル所見ヲ見

ズシテ正常ノ状態ヲ示ス.核 ノ細胞收縮ヲ呈スル

モノア リ.

脾髓ハ比較的緻密ナル構造ヲナシ鬱血ヲ見ズ.

肥 大セル網状織細胞ハ遊離シテ靜脉竇内ニ存ス

ルモノアリ.喰 細胞現象ヲナセル所謂脾臟細胞多

數存ス.

褐色々素ハ粗大ナル顆粒 トシテ不規則ニ脾髓中

ニ存シ又網状織細胞ニ攝取セラルルモノアリ.

他 ノ2例 モ同樣ノ所見ヲ示ス.

甲状腺剔出家兎ニ甲状腺「エキス」注射後60日

脾組織學的所見

脾臚胞ハ肥大増殖シ,タ メニ中心動物脉ハ偏在

性トナリ胚芽中樞ハ明瞭ナルモノアリ又不明瞭ナ

ルモノアリ.

脾髓ハ一般ニ充血強ク「ヘモヂデリン」色素ノ沈

着セルヲ見ル又網状織細胞 ノ肥大シテ之等 ノ色素

ヲ攝取セルモノアリ.喰 細胞現象ヲ見ズ.

他 ノ2例 モ略ボ同樣ノ所見ヲ示ス.

第3節　 考 按

前節ニ於 テ既 ニ述 ベタル如 ク甲状腺剔出又

ハ甲状腺劑 投與後 ニ於 ケル脾 ノ組織學的變化

ハ學 者ニ依 リテ多少異ル ト雖 モ大體 ニ於 テ脾

ノ肥大,重 量 ノ増 加ラ見ル ト言 フ.又 組織學

的 ニハ臚胞 ノ増加,新 生,肥 大ヲ見,其 ノ他

脾臟内 ノ褐色 々素 ノ沈着 ヲ見 ル ト言 フ.

余 ノ實驗 ニ於テモ亦甲状腺剔出後脾 ハ臚胞

ノ肥 大増加 テ來 シ,脾 臟内ノ鬱血,充 血 ヲ見,

多 數褐色 々素顆粒 ヲ攝取 セル組織球又ハ網状

織 細胞 ノ肥大セルモノ多數存 スルヲ見ル.其

ノ他喰細胞現象,喰 赤血球現象 ヲ見 ルモ ノア

リ.

次 ニ甲状腺剔出動物ニ甲状腺「エキス」ヲ注

射 セル動物 ノ脾臟組織學的所見 ハ前者 ト同樣

ニ組織學的 ニ機能亢進 ノ像 ヲ呈 シタ リ.兩 實

驗 ニ於 テ異 ル點 ハ1箇 月, 2箇 月後 ノ組織標

本 ニ於 テ褐 色々素 ノ著 ミキ沈着 セル事ナ リ.

上述 ノ如 ク甲状腺剔出 シタル時 モ甲状腺 剔

出動物 ニ甲状腺「エ キス」ヲ連續 注射 セル場合

モ同様 ノ機能 亢進ノ組織學的所見 ヲ見 タ リ.

之 等 ノ變化ハ甲状腺「ホルモン」ノ特有 ノ作 用

ニ依 リテ來 ル直接作用 ト見 ルハ不當ニ シテ,

寧 ロ甲状腺機能障碍又ハ甲状腺「エ キス」注射

ニ ヨル甲状線 中毒 ニ依 リテ全身的生活機轉 ノ

變 化ヲ來 シ,之 ヨリ起 ルニ次的現象 卜見ルベ

キナ リ.

第4章　 總括竝ニ結論

家兎ヲ用 ヒ脾 ヲ剔出 シ,一 定時 日後 ニ甲状

腺 ノ組織學的研究 ヲ行 ヒタル ニ,甲 状腺 ハ5

日 乃至10日 頃 一時的 ニ著 シキ機能亢進 ノ像

ヲ示 シ後漸次機能低下 シテ18日 乃至1箇 月

ニ至 レバ對照例 ヨリモ低下 セリ.

脾 剔出家兎ニ脾「エキス」ヲ連續注射 シタル

ニ前 ト趣 ヲ異ニ シ,一 時的 ニ極 ク輕度 ノ機

能亢進又ハ低下ヲ示 シ,其 ノ後1箇 月乃 至2

箇 月ニ至 レバ甚 シク低下 セルヲ見 タ リ.故 ニ

脾臟 ハ甲状腺 ノ機能ニ關 シ抑 制 的 作 用 ヲ有

ス.

次 ニ甲状腺 ヲ剔出 シテ,之 ガ脾 ノ組織學的

所 見ヲ見 タルニ充血鬱血 ヲ示 シ,脾 臚胞 ノ肥
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大,増 殖 ヲ見,脾 髓 中ニハ多數 ノ褐色 々素 ノ

沈着及 ビ之等色素顆粒 ヲ攝 取セル大ナル組織

球竝 ニ網状織細胞 ノ多數存 スルヲ見 タ リ.之

等 ノ組織學的機能亢進状態 ハ第18日 頃 ヨリ

漸次表 ハ レ1箇 月後 ニ至 ルモ同様 ノ所見 ヲ示

シタ リ.

更 ニ甲状腺剔出家 兎ニ甲状腺「エ キス」ヲ注

射 シタルニ,上 述 ノ如ク脾 ノ組織學的機能亢

進 ノ所 見ヲ示 シ, 1箇 月, 2箇 月後ニ至 レバ

漸次著明 トナ リ甲状腺剔出試驗 ト同様 ノ變化

ヲ來 シタ リ,前 者 ト僅ニ異 ル處 ハ特 ニ色素沈

着著 シキ事ナ リ.

緒 言 ニ於テ述 ベタル如 ク諸家 ノ實驗 ト大體

一致 シテ
,甲 状腺剔出 シタル時 モ甲状腺 「エ

キス」注射 シタル時 モ同様 ニ脾 ノ機能亢進 ノ

所見 ヲ示 シタ リ.

故 ニ之等 ノ脾 ノ變化 ハ甲状腺「ホルモ ン」ノ

特有ナル作用ニ依 リテ來 ル直接 ノ影響 ト見難

ク,寧 ロ甲状腺機能障碍 又ハ甲状腺「エキス」

注射 ニ依 ル甲状腺中毒 ニ依 リテ起 ル全身的生

活機轉 ノ變化 ニヨリテ起 ルー ツノ現象 ト見 ル

ベ キヲ至當 トス.

第5章　 全編 ノ綜合的顴察

本章ニ於テハ第1報 ヨリ第4報 ニ亙 リテ述

ベタル實驗成績 ト本報 ニ於テ得 タル組織學的

所見 トノ綜合的考察 ヲ試 ミン.

第1報 ニ於 テ幼若赤血球,殊 ニ網 状赤血球

ノ流 血中ヘ ノ出現,赤 血球 沈球速度 ノ變化及

ビ不明層 ノ出現状態 ハ甲状腺竝ニ脾 ノ機能障

碍又ハ之等内 分泌物質 ノ過剩 等ニ依 リテ起 ル

血液諸性状 ノ變 化ニ伴 ヒ起 ルモノニシテ,甲

状腺又 ハ脾 ノ特有ナル作用 ト認 ムベ キモ ノナ

シ.從 ツテ之等 ノ變化 ハ第5報 ノ甲状腺竝 ニ

脾 ノ組織學的所見ヲ以テ説明 スルハ困難ナル

問題ナ リ.

第2報 瀉 血貧血 ノ恢 復ニ關 スル研究 ヲ見 ル

ニ,甲 状腺剔出動物 ニテハ貧 血恢復ニ何等影

響ナキモ,甲 状腺「エキス」ヲ過剩 ニ投與 スレ

バ,其 ノ中毒症状 ノタ メ生活機轉 ハ障碍 セラ

レ,從 ツテ貧血恢復ハ遲延 セラルルハ勿論ナ

レドモ,又 一方之 ガ脾 ノ組織學的所見 ヲ見ル

ニ甲状腺「エキス」ヲ注射 セル場合脾 ハ組織學

的 ニ機能亢進 セルコ トヨリ考ヘテ脾 ノ赤血球

破壞現象旺盛 トナ リ,從 ツテ恢復ヲ遲延 セシ

ムルノ一助 トナルベ シ.

次 ニ脾 ハ貧血恢復ニ關 シ余 ノ實驗 ニ依 レバ

抑制的 ナリ.即 チ脾 ヲ剔出セル時貧血恢復ハ

促進 ス,脾 剔出動物 ノ甲状腺 ノ組織學的所見

ヲ見ルニ一時 的機能亢進 ノ像 ヲ示 セリ.從 ツ

テAscher u. Dubois氏 等 ノ説 ノ如 ク甲状腺

ハ骨髓 ノ造血機能 ヲ亢進セ シムルガ故 ニ本實

驗 成績 ノ如 ク脾剔出家兎ニ於テ貧 血恢復ノ促

進 セルハカカル甲状腺 ノ組織 學的所見 ヨリ見

ルモ首肯 シ得 ラル.

更 ニ脾「エキス」ヲ少量注射 セル時 ハ影響 ナ

ク,大 量注射 セル時 ハ貧 血恢 復ハ遲延 ス.而

シテ脾「エキス」注射 セル動物 ノ甲状腺 ハ組織

學的 ニ著 シキ機能低下 ノ所見ヲ示 シタ リ.之

ハAscher u. Dubois氏 ノ説 ノ如 ク甲状腺 ト

脾 ハ骨髓 ノ造 血機能 ニ對 シ拮抗的ニ シテ甲状

腺 ハ促進的ニ作用 シ,脾 ハ抑 制的ニ作 用ス.

故 ニ余 ノ成績 モ之 ニ左袒 スルモノニ シテ,脾

「エキス」ヲ注射 スレバ骨髓 ノ造血機能 ハ抑制

セ ラレ從 ツテカカル状態 ノ甲状腺ハ機能低下

9
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ノ像 ヲ示 スハ當然 ナ リ.

第3報 ノ異種赤血球即 チ鷄血 ヲ他動物 ニ注

入 セ ル時 ノ鷄血運命ニ關 スル研究ニ於テ余 ノ

實驗 成績 ヨリ甲状腺 ハ鷄血破壞ニ關 シ抑制的

ナ リ.即 チ甲状腺 ヲ剔出 ス レバ鷄 血ノ流血中

ヨリノ消失ハ促進 セ リ.斯 カル際 ノ脾組織所

見 ハ機能亢進 ノ像 ヲ示 ス.殊 ニ網状織細胞ノ

貪喰現象著 シキヲ見タ リ.故 ニ注入セラ レタ

ル 血ハ之等脾 ノ貪喰現象 ニ依 リテ速 ニ破壞

セラレ,流 血中 ノ鷄 血消 失ハ促進 セルナルベ

シ.

甲状腺 剔出動物ニ甲状腺 「エキス」 ヲ注射

セルニ鷄血 ノ消失時間 ハ遲延セ リ.而 シテ斯

カ ル際 ノ脾ハ組織學的ニ未 ダ甚 シキ變化 ヲ示

サズ輕度 ノ機能亢進 ノ所見 ヲ示 ス.然 ル 遲

延 スルハ,矛 盾 セル如 ク見 ラルルモ異種赤血

球 ノ破壞 ハ單 ニ脾 ノミニ行 ハルルモノニ非 ラ

ズ.

尚 ホ他 ノ網状織内被細胞系組織 ニ於テモ破

壞 セラレ,其 ノ他白血球,溶 血素,凝 集素等

種 々ナル作用ニ依 リテ破壞 セラルルガ故ニ單

ニ脾 ノ機能 ノ ミニヨリテ左右 セラル可キニ非

ラズ.

甲 状腺「エ キス」ノ過量 ニ過 グル時 ハ一般 生

活 力減退 シ從 ツテ鷄血 ノ破壞モ遲延 スルハ勿

論ナ リ.

次 ニ脾 ハ鷄血破壞ニ對 シテ抑 制的 ナ リ.即

チ脾 ヲ剔出 セル動物 ニテハ鷄 血ノ流血中 ヨリ

ノ消 失時間 ハ遲延 シ,斯 カル際甲状腺ハ組織

學的ニ機能亢進 ノ所見ヲ示 ス.更 ニ脾剔出動

物 ニ脾「エキス」ヲ注射 シタルニ消失時間ハ促

進 シ,甲 状腺ハ組織 學的ニ機能低下ノ所見 ヲ

示 ス.尚 ホ脾「エキス」ヲ大量注射 セル時 ハ鷄

血 ノ消失時間 ハ却 ツテ遲延 セリ.

以 上ノ成績 ヨリ異種赤血球破壞ニ關 シ甲状

腺 ト脾 トハ互ニ拮抗的ニ作用 シ脾 ハ之 ヲ促進

シ,甲 状腺 ハ之 ヲ抑制 ス.此 關係ハ組織學的

ニモ明瞭 トナル如 ク脾剔出ニヨ リテ鷄 血消失

ノ遲廷 セル時ハ甲状腺 ハ組織學的 ニ機能亢進

像 ヲ示 シ,脾 「エキス」注射 ニ依 リテ鷄血消失

ガ促進セ ラ レタ ル時 ハ甲状腺 ハ機能低下 セ

リ.

第4報 ニ於 ケル麻醉劑 ノ毒性 ニ關 スル研究

ニ於テハ「エヴイバ ンナ トリウム」及 ビ「ブロ

タチン」 ノ2種 ノ麻醉劑 ハ其 ノ毒性 ニ關 シ甲

状腺 ト脾 トハ何等之ニ影響 セズ.

「モルフイン」ト甲状腺 トノ關係 ハ密接 ニシ

テ,甲 状腺剔出動物 ニテハ個體抵抗 ハ著 シク

減弱 シ之 ニ甲状腺「エキス」ヲ補充 シタルニ多

少 ノ抵抗 ノ恢 復セルヲ見タ リ.而 シテ甲状腺

剔出動 物 ノ脾 ハ組織學的 ニ機能亢進 ノ所見 ヲ

示 スモ 「モルフイン」 ノ解毒作用 ハ未 ダ不明

ニシテ甚複雜ニ シテ單 一ナルモノニ非ザルガ

故 ニ單 ニ脾 ノ組織學的所見 ヲ以テ説明 シ得 ラ

レザルハ勿論ナ リ.寧 ロ甲状腺剔出ニ依 ル其

ノ脱落症状 ノタメ一般生活力減退 シ,從 ツテ

「モルフイン」ニ對 スル抵抗減退 セシモ ノナ ル

ベ シ.

擱筆ニ臨 ミ御指導 ト御校閲 ヲ腸 リタル恩師

石山教授ニ深謝シ併セテ田部教授 ノ御指導ニ

深甚 ノ謝意ヲ表ス.
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附 圖 説 明

甲 状 腺顯 微鏡 寫 眞(Fig. 1.-Fig. 5.)

Fig. 1.對 照 例K. L. 35cm Ok. 7, Obj. 20

Fig. 2.脾 剔 出後10日　 同 上

Fig. 3.脾 剔 出後30日　 同 上

Fig. 4.脾 剔 出脾 「エ キ ス」注 射 後12日

Fig. 5.脾 剔 出脾 「エ キ ス」注 射 後30日

脾 顯 微 鏡 寫 眞(Fig. 6.-Fig. 10.)

Fig. 6.對 照 例K. L, 25cm Ok. 7. Obj. 10

Fig. 7.甲 状 腺 剔 出 後18日　 同 上

Fig. 8.同 上 強 廓 大K. L, 35cm Ok. 7, Obj. 40

Fig. 9.甲 状 腺 剔 出 後30日K. L. 25cm Ok. 7.

 Obj. 10

Fig. 10.甲 状 腺 剔 出 甲 状 腺 「エ キ ス」注 射 後30日

　同 上
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